






























































Ａ 日本厨学科 大学４年 有長崎２００７６ケ月
Ｂ 日本函学科 大学４年 有長崎２００４６ケ月
Ｃ 日本函学科 大学４年 有２回（いずれも短期）
， 日本函学科 大学４年 有長崎２００７６ケ月
Ｅ 日本函学科 大学院１年 糠
Ｆ 日本圏学科 大学院２年 有（東京・大阪等繊行）
Ｇ 日本函学科 大学院２年 有長崎２００４６ケ月
Ｈ 日本届学科 大学院２年 有長崎２００４６ヶ月
















































































































































































































































































































































































































































































































②高校生 15-16歯 会話 教室 45分×２ 主導 ×
③大学生 20歯前後 会話 教室 2時間十ａ 対等 ○
組みのもとで活動を行った、この表以外に参加者の満足度という点では次のように考えられ
る。①ホームステイに関しては家族の一員あるいは客として家庭に身を置き生活する。方法
の分からないことや疑問に思ったことなどを質問する。②や③学校教育の中で実施される交
流のタイプとは全く違うものと言える。今回は、日本語（英語）力及び日本に関する知識が
あったことで大きな問題もなく、また日本人の生活や心を知りたいという気持ちそしてそれ
に答えようとする家族らの働きかけによって、満足度が高かった。
それに対して、②の高校生との活動では、グループの中で自らが主導的に、中国に関する
質問に答えたり、質問がない場合には逆に質問をしたり説明をしたりという主導的な講師の
役割が要求された。また12-3人がロの字に囲む真ん中に座るような､皆が等距離で顔を見な
がら話すという場ではなかったことや、相手の高校生には意欲的でない様子も感じられた。
参加者の中に、教育の枠組みの中で受け身の存在となったため、満足度にはばらつきが見ら
れる結果となった。
③に対しての評価が高かったのは、参加者が互いに交流をしたいという意欲を持っていた
こと、同じ大学生という立場で気を遣わずに自由に一番知りたいことを話せたこと、グルー
プが５人から６人という小サイズで、一つの机をメンバーが囲み対面した形で行ったこと等
も理由として挙げられる。また、参加者に対して何が要求されていて最終的に何をグループ
でしなければならないかが明確であったこともあるだろう。
満足度が低い活動に関しては､これらの内容は具体的な改善点と検討しなければならない。
しかし、ここで留意しなければならないのは、満足度によってこれらの優位さを決めるので
はく、まずそれぞれの活動にそれぞれの意義があること、さらに研修という全体の流れの中
で、目的や内容の違った活動が存在することを実施者と参加者が認識することである。
例えば、高校生の多くは、中国人と日本語で話すことは生まれて初めての体験であったこ
となどから、うまくいかなかったという点で満足度が低いとしても、体験として大きな価値
を持つと考えられる。また、ここから彼らが外国語能力の必要性を感じたとしたらそれも大
きな教育の目標となり得る。
交流活動の中では様々なコミュニケーション（言語・非言語を使って情報を交換するとと
もに、情緒的なもののやりとりも行われた）が行われる。現実のコミュニケーションの場で
は、成立・不成立、また様々な感情が引き起こされる。そういった点からも、参加者自身に
振り返りといった評価の場を与え、さらにその原因を考えてもらうということが、教育の枠
組で行われる交流活動ではより可能だろう。
5-2.交流活動の意義と目的
最後に、交流活動を教育の場をしてとらえたときの、意義と目的に関して考える。これらの
活動の第一の目的は「仲良くなる」ことだけではない。結果として仲良くなったということ以
外に､本来の目的を一つのモデルをIこよって提示する｡それは、自分と違うものとの出会い｢異
文化接触」の場を設定し、そこでの個々の気づきを促すことである。気づきから、且墾違』2-2」ｃ
かを分極し、 らの考え方や価値観の修正が必よのかどｰかをえる その環境の中で、他
者との共生のために 所たな価値観を創旦し身につＩ という流れを持った体験学習といえる。
解教育」と言い換えてもよいだろう。情報収集と話し合いによる相互作用を行う「異文化理解教育」と言い
ある一定の文化に対する知識を獲得するのではなく、この体験学習を繰り返すことによって、
異文化に対する態度あるいは取り組み方を学ぶと考えるのである。このように環境や相手に合
わせて、自文化と他文化を調整していくことをここでは「異文化コミュニケーション能力
－６２－
（GlObalLiteraCy)」とする。
外国人との話し合いによって、まず様々な違いを認識する。そしてその違いを感じた自分の
考えを確認していくという作業は、関係作りのための「会話」ではなく「対話」と定義されよ
う。他者と向き合いながら自分を問い直し、自己を主張していくという「対話」は、今後のコ
ミュニケーション活動を考える上でも大切なものを含んでいる。
＜体験学習による異文化理解教育のモデル＞
交流活動の意義は、この循環型の体験を積み重ねることにより、「異なる文化に属する人々と
コミュニケーションしながら生きられること」ともいえる。
６．むすびにかえて
今回の研修では、大学間の連携協力に加えて地域との協力をということにも考慮した。研修
参加者の関心は大学とのつながりだけでなく、日本そのものにもあることを前回の調査で得た
からである。言い換えれば、留学生センターがその取り組みの一つである「地域の国際化」に
対して、武漢大学の学生の力を借りたともいえる。また、海外との交流を通して地域社会に変
化を起こすことができるかというのも今後の課題の一つのでもある
これまでの、大学間だけの研究・教育に関する情報の交換のみならず、大学を含んだまさに
その地域を巻き込んだ人材交流が今後より活
発になることが予想される。
研修参加者が得たものは、体験によって得
られた日本及び日本人に関する知識や感覚と
これまで持っていた日本に対する価値観を再
構成するきっかけであろう。一方の日本人に
とってもやはり同じく、交流という体験を通
した異文化に対する気づきであろう。いずれ
にしても、長期の留学と違って、短期の訪問
研修にも実施方法とその内容によっては、よ
り広い国際交流のネットワークを作る重要な
役割があると考える。最後に、今回の研修に
びとしたい。
関わった三者それぞれのコメントを提示し、むす
○ホームステイの家族の記述
。｢最近の報道（偽装、模倣等）で中国に対して良くない感情や偏見を持っていた。またそう
－６３－
である人も少なからず、いると思うが、彼等と交流を持ち、日中の架け橋になりたいと言
う心に触れ感銘した｡」「できるだけ多くの学生を招待してください。このような活動によ
って、私たちとの交流も盛んになると思います｡」
○武漢大学生（女性）のことば（－研修を終えて－日誌より）
．｢『日本と言ったら東京だ｡』私は以前このように思っていましたが、今度の「武漢大学･徳
島大学・文化体験研修」活動を通して、そのイメージが変わりました。私たちは「阿波の
国、文化ふれあい、ゆめ、ひと、みらい」をテーマとし、徳島県を舞台に開催した国民文
化祭のボランティアとして、参加しました。阿波踊り、藍染めを始め、庶民の伝統文化に
身をもって感じました。
また、この間に美馬市でホームステイをしました。本当に感心しました。楽しい日々を
送りました。徳島、特に美馬市民の優しさ「お接待精神」を感じました。これも、日本人
は小さいことをちゃんとして、みんなで大きな感動を共有することなのです。今回の活動
を通して、別の日本を分かりました。栄えの表れに庶民文化と人の団結が分かりました。
それはこの短い時間でもっともあり得ないことと思います。以前から日中友好交流のため
にがんばりたかったのですが､いったいどうすればいいのか､考えられていませんでした。
今は小さいことをすればいいと思います。たとえば周りの人に中国語を教えることからで
す。今からもっとがんばります｡」
○日本人学生（男性）の上述の学生への最終コメント
。｢今回の来日で、日本の都会でなく地方の文化や人々を触れ合って、今までとはまた違った
日本を感じてもらえたことが一人の日本人としてうれしく思います。私たちはたった一日
のほんのわずかな時間しか交流できませんでしたが、国文祭でのボランティアやホームス
テイで色々な人とお話しする機会があったようですね。日本人の優しさに感動したと書い
てもらえましたが、私も武漢へ行った時にとても親切に色々な所を案内してもらったこと
を思い出しました。アニメや漫画、音楽も日本の文化ですが、祭りや能楽や歌舞伎、落語
などの伝統文化も面白いものが一杯あります。私も詳しくありませんが、もっと伝統文化
に興味を持ってもらえたらうれしいです。徳島以外にもそれぞれ文化があります。私は○
○出身ですが、ここにも面白いものが一杯あります。また日本の色々な地方にも来てくだ
さいね。私も中国の色々な所に行くつもりです｡」
特に若い世代の人材が多くの異文化に触れ、自らの価値観を状況に応じて変えてける手が
かりがつかめるような「交流」の場を設定すること、そしてそこで人と人との「対話」がな
されること、このような活動の実施に向けて
今後も大学間そして地域との協同・連携を図っていきたい。
付記
本研修は平成１９年度財団法人中島記念国際交流財団助成による留学生地域交流事業助成
金および平成19年度徳島大学学長裁量経費を得て実施された。
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榎田勝利（2007）『国際交流の組織運営とネットワーク』明石書店国際交流・協力活動入門講
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玉川大学出版部
Gehrtz三隅友子・上田和子（2002）「双方向学習の試みー交流セッションから見えるもの－」国
際交流基金日本語国際センター紀要第12号R71-86
Gehrtz三隅友子・曽我部朋子（2006）「日本語教育を通した大学間の協同・連携を考える～2006
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毛受敏浩（2003）『草の根の国際交流と国際協力』明石書店国際交流・協力活動入門講座Ｉ
注１徳島大学留学生センターでは、平成19年度財団法人中島記念国際交流財団助成による留学生
地域交流事業助成金を得て、徳島県美馬市と連携・協力し「異文化交流による地域活性化プロ
ジェクト（まほろば国際プロジェクト)」を実施した。この訪問研修は、このプロジェクトの中
期に実施したもので、全体をまほろば国際プロジェクトとし、特に武漢大学の研修に関しては
「まほろば武漢プロジェクト」と名付けた。美馬市は「四国のまほろば美馬市～だれもが住
みたくなるまちをめざして～」を将来像としている．
注２調査では、ほぼ全員が日本への留学を考えていること、また専門以外に日本語と日本人の心
理と日本の国情、日本文化･歴史を学びたいこと、旅行をはじめアルバイトや仕事を通じて日本
人と友達、知り合いになりたいという要望が得られた。徳島大学留学生センター紀要第２号
（2006）「日本語教育を通した大学間の協同・連携を考える～2006年武漢大学出張報告～」で
詳細に報告している。
注３研修の中では日本語授業を行わず、使う場のみを提供した。
注４国民文化祭は日本国内のうち毎年一都道府県が選ばれ、全国の文化芸術活動を１週間で集約
して行う最大イベントである。２００７年は２２回で徳島にて開催された。この時期には、県内の
総ての市町村が様々なイベントを企画実施することにより、県内の文化活動の活性化及び観光
事業を強化するという目的がある。この時期に訪問研修を行うことは、研修のために様々な文
化体験を用意するのではなく、自治体が開催する催しに参加できるという利点とさらに県外か
らも多くの芸術家や観光客が訪れ、より活気のある徳島を紹介できると考えた。そのうち美馬
市では、日本全国から関係者が集まった「能楽の祭典｣、また「吉野川フェスティバル」では、
藍染体験・脇町旧家での茶道体験、さらに本来祭礼の際しか登場しない「山車」を引く体験も
可能となった。「映像フェスティバル」では、国内から分野別の映像コンテスト入賞作品の上映
等、この時期のみしか参加できないイベントが催され、またそれらを武漢大学の学生が体験す
ることができた。
注52007年１月に同じく韓国の協定校慶北大学より１０名の学生を短期研修で受け入れの実績が
ある。
注６参加学生22名の内訳は、男子５名・女子17名／工学部２名・薬学部１名・総合科学部１９
名【自然システム１名・アジアコース10名・国際文化コース３名・パンダクラブ・中国文化の
クラブ５名】／２年生10名・３年生５名・４年生７名、であった。2006年の武漢訪問者はこの
うち、４年生の３名である。
－６５－
注７ 募集に関しては、総合科学部の霞森教授、荒武准教授に依頼した、ゼミ生及び中国文化、中
国語に関心のある学生さらには、国際文化コースで外国に興味を持つ学生に広く呼びかけても
らった。また両教員には、交流の方法や内容についても示唆をいただいた。また参加学生の中
には、2006年に武漢へ行った学生が含まれており、あの時に受けたもてなしを返したいという
思いがあったことを語ってくれた。
１１月４日脇町劇場オデオン座前にて
研修参加者と市職員
－６６－
